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青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に関する 

タスクフォース（第１０回） 

 

 

１ 日時 令和２年６月１０日（水）１５:００～１７:００ 

２ 場所 ＷＥＢ会議による開催 

３ 出席者（敬称略） 

〇構成員 

 中村主査、曽我部主査代理、石田構成員、上沼構成員、尾上構成員、尾花構成員、益川

構成員、森構成員、米田構成員 

〇オブザーバー 

株式会社ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ株式会社、ソフトバンク株式会社、(一社)電気通信事

業者協会、(一社)テレコムサービス協会、(一社)全国携帯電話販売代理店協会、(一社)

安心ネットづくり促進協議会、(一財)マルチメディア振興センター、ソーシャルメディ

ア利用環境整備機構、アルプス システム インテグレーション株式会社、デジタルアー

ツ株式会社、内閣府、文部科学省 

〇総務省 

 谷脇総合通信基盤局長、竹村電気通信事業部長、大村料金サービス課長、梅村消費者行

政第一課長、萩原消費者行政第一課課長補佐 

 

４ 議事 

（１）開会 

（２）構成員・オブザーバーについて 

（３）議題 

① 「青少年のフィルタリング利用促進のための課題及び対策」等を踏まえた取組の進

捗状況について（ヒアリング） 

・（一社）電気通信事業者協会 

・（一社）テレコムサービス協会（ＭＶＮＯ委員会） 

・（一社）安心ネットづくり促進協議会 

・（一社）ソーシャルメディア利用環境整備機構 
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・（一財）マルチメディア振興センター 

② 青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に係るその他の取組（報告） 

・内閣府（令和元年度 青少年のインターネット利用環境実態調査） 

・総務省（インターネットトラブル事例集 ２０２０年版） 

③ 意見交換 

（４）閉会 

 

５ 議事要旨 

（１） 開会 

 

（２）構成員・オブザーバーについて 

【中村主査】  議題に入ります前に、今回、構成員の変更等があります。主査として

了承しておりますので、構成員の変更等について、事務局から説明いただけますでしょ

うか。 

【萩原消費者行政第一課課長補佐】  資料１０－１の本タスクフォースの開催要綱を

御覧ください。 

 このたび、京都教育大学の浅井先生が本タスクフォースの構成員を退任されることと

なりました。これに伴い、聖心女子大学の益川先生に、新たに構成員として加わってい

ただくこととなりました。 

 なお、オブザーバーに関しては、一般社団法人ソーシャルメディア利用環境整備機構

の設立に伴い、「青少年ネット利用環境整備協議会」を「一般社団法人ソーシャルメディ

ア利用環境整備機構」に更新しております。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。 

 では、益川さんが新たに構成員になっていただいたということですので、もしよろし

ければ、簡単に御挨拶いただければと思います。 

【益川構成員】  皆さん、はじめまして。聖心女子大学の益川です。このたびより構

成員として参加することになりました。よろしくお願いします。 

 専門は、教育工学、認知科学でして、人間の思考を深めるテクノロジーの使用である

とかコミュニケーションについて研究しております。また、教育におけるＩＣＴ活用に

向けて、小中高等学校、教育委員会さんや学校に直接関わってお手伝いをさせていただ
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いております。このような視点から、今回のこちらのタスクフォースのほうに貢献でき

ればと思っておりますので、よろしくお願いします。 

【中村主査】  御丁寧にありがとうございます。 

 

（３）議題 

① 「青少年のフィルタリング利用促進のための課題及び対策」等を踏まえた取組の進

捗状況について（ヒアリング） 

【中村主査】  では、議題に入ります。前の会合が年末だったんですね。クリスマス 

の頃で、約半年が経過していまして、事業者の皆さん、あるいは団体の皆さんもいろい

ろとそれぞれ取り組んでおられるということで、まずはフォローアップに入りたいと思

うんですが、今日の議題は、昨年の８月に我々タスクフォースがまとめた「青少年のフ

ィルタリング利用促進のための課題及び対策」などを踏まえた取組の進捗状況、それか

ら、もう一つ、青少年の安心・安全なネット利用環境整備その他の取組についてヒアリ

ングを行って共有をしたいと思っています。 

 まず議題の最初ですが、取組の進捗状況についてですけれども、今日は５団体から説

明をいただくことになっています。 

 質疑については、この議題の終了後にまとめて実施したいと思いますので、まずはお

聞きしていきたいと思います。 

 最初に、電気通信事業者協会、ＴＣＡの吉岡さんから説明をお願いできますか。 

 

〈電気通信事業者協会から、資料１０―２「（一社）電気通信事業者協会資料」について

説明〉 

【電気通信事業者協会】  それでは、資料１０－２に基づきまして説明をいたします。 

 １ページ目、本日のアジェンダでございます。「契約時のフィルタリング申込み・有効

化措置の状況」の実績の数字です。及び、各社でどういったような取組を行っているの

か、また、業界としてどういった取組を行っているのかということを御説明させていた

だきます。 

 では、２ページ目なんですけれども、こちらがＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバン

クの３社の合計の数字になりまして、青い線がそれぞれの月に御加入いただいた１８歳

未満の方の契約者のうち、フィルタリングサービスに御加入いただいたパーセンテージ
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を示した加入率。そして、赤い線が御加入いただいた方のうち、店頭でフィルタリング

を有効化された有効化率、それぞれの推移を約２年前から遡って示しているグラフでご

ざいます。 

 御覧いただきますとおり、加入率は、２年前は５０％をやや下回る水準であったんで

すけれども、大分上昇してきておりまして、直近３月では７２％にまで上昇していると

いうことです。有効化率も同じく上昇してきておりまして、直近では８割弱というとこ

ろまで上昇してきております。 

 続きまして、３ページ目なんですけれども、先ほどのものが３社の合計の数字であっ

たんですけれども、こちらは各社別の数字を示したものです。加入率につきましてはＫ

ＤＤＩが非常に高くて、直近で行くと８０％を超えており、続いて、ドコモ、ソフトバ

ンクといった順。有効化率については、ドコモが非常に高く、８５％、次いで、ＫＤＤ

Ｉ、ソフトバンクといった順になっております。 

 続きまして、４ページです。これは各社で、加入率あるいは有効化率を上昇させてい

くためにどのような取組を行っているのかということを簡単にまとめたものでございま

す。ドコモにつきましては、お客様に分かりやすいツールを用いてフィルタリングの説

明や設定を徹底している。あるいは代理店に対して、会議などを通じて取組を促進して

いる。また、スマホ・ケータイ教室を開いて、一般ユーザーのリテラシーを向上させて

いくという取組を行っております。 

 おおむね他社も同じような取組なんですけれども、ＫＤＤＩでは、フィルタリングの

店頭での設定を徹底し、あとはツールですね。冊子ですとか、あとはサイト、トップペ

ージを刷新している。また、あとは、ドコモさんにもありましたけども、スマホ・ケー

タイ安全教室みたいなものを開いて、ネットリテラシーの向上の取組を行っている。ソ

フトバンクもほぼ同じですね。ツールの刷新ですとか、代理店に向けた取組の強化、あ

とはサイトの刷新を行っております。 

 続く５ページ目、そして、６ページ目、７ページ目は、今申し上げた各社の取組をよ

り詳しく図示したり、もう少し詳しい説明をしたものですので、それぞれの説明はここ

では省略いたしますけれども、また御覧いただければと思います。冊子など、どういう

ふうにやっているのかということを多少、絵を用いながら説明しているものでございま

す。 

 続きまして、８ページ目なんですけれども、これは業界での取組としまして、出版業
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界と共同でキャンペーンを行っております。名探偵コナンを起用したフィルタリングの

加入の促進の動画を作成いたしまして、こちらを各社のホームページからリンクを張っ

ています。また、各社のキャリアショップの店頭でこの動画を放映しております。 

 この中身は、またこちらにＵＲＬを書いてございますので、また御覧いただければと

思うんですけれども、簡単に中身を紹介いたしますと、次の９ページ目のところですが、

ＳＮＳは非常に危険を伴うことである。伴うツールなんだよということを説明し、各社

のフィルタリングサービスを紹介して、こういったトラブルを未然に防ぐことができる

対策として、フィルタリングサービスに御加入くださいと。また、特定のサイトのアプ

リケーションを使うためにカスタマイズも可能である旨を説明しています。 

 そしてもう一つ、海賊版対策としてもフィルタリングサービスが有効であるというこ

とを説明している動画ですので、ぜひ御覧いただければと思います。 

 次、１０ページ目ですけれども、こちらは今の御説明申し上げた動画ですとかこうい

ったものも含めまして、携帯各社あるいはＴＣＡが、プレスリリースやホームページの

告知、あとはＳＮＳを使ってこういったものを告知しているという紹介でございます。 

 最後、こちらなんですけれども、ちょっと話が変わるのですけれども、新型コロナウ

イルス対策といって、今、遠隔での授業が行われているということで、携帯各社が学生

向けにデータを一定容量まで、かなり使えるようなサービスを提供しているんですけれ

ども、一方で、これによって、あんまり望ましくない事情といいますか、長時間利用だ

とか、そういったことも起こりかねないので、保護者の方について、より一層、こうい

う機会だからこそ使い方に御注意くださいというメッセージをＴＣＡから発出し、また、

携帯各社からもそういうメッセージを出しているというようなことを行っております。 

 ＴＣＡからの御説明は以上になります。 

【中村主査】  ありがとうございました。 

 続いて、テレコムサービス協会の井原さんからお願いできますか。 

 

〈テレコムサービス協会から、資料１０―３「（一社）テレコムサービス協会（ＭＶＮＯ

委員会）資料」について説明〉 

【テレコムサービス協会】  テレコムサービス協会（ＭＶＮＯ委員会）の井原でござ

います。それでは、資料１０－３を説明させていただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 
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 まず２ページを御覧いただければと思います。本日は２点説明させていただきたいと

思います。 

 １点目は、ＭＶＮＯ各社のフィルタリングサービスの提供状況について、２点目がＭ

ＶＮＯが独自で定めておりますフィルタリング加入奨励に関する指針の改訂についての

説明をさせていただきます。 

 それでは、３ページを御覧ください。こちらはＭＶＮＯ各社のフィルタリング申込率

の状況でございます。回線数が上位のＭＶＮＯ及び協力いただいたＭＶＮＯの数値とな

っております。前回、２０１９年９月末時点の状況を報告させていただいておりますの

で、今回は１９年１０月から２０２０年３月までの状況を案内させていただいています。

また、前回の発表数値も併記させていただいておりますので、併せて御覧いただければ

と思います。利用率につきましては、分母を青少年の利用者登録数とさせていただいて、

分子をフィルタリングの申込数とさせていただいております。 

 このように、一部事業者において、申込率が前回よりも若干下回っている事業者もあ

るんですけれども、おおむねは前回を超えているという状況でございますが、まだ何分、

計測してから２回目ということでございますので、こちらのほうは継続して、計測して

いって、公表させていただければと思っております。 

 続きまして、４ページを御覧ください。４ページにつきましては、有効化措置の状況

となっております。計測期間に関しましては申込率と同様でございます。 

 なお、有効化措置率に関しましては、分母をフィルタリングの申込数、分子を有効化

措置数とさせていただいております。 

 ウェブで契約されたお客様、利用者に関しましてはその場で設定ができませんので、

後日、６か月以内に利用者から申込の申告があったものをカウントさせていただいてお

ります。ＭＶＮＯの独自のガイドラインでは、６か月間の利用者に対して、有効化実施

有無の確認をさせていただいており、申告がなかった者に関しましては有効化が行われ

ていなかったものとしてカウントさせていただいております。 

 今回の有効化措置がおおむね前回よりも低いという状況になっているんですが、こち

らはまだ御申告を頂いていない御利用者の方もいらっしゃるので、若干ずつ下回ってい

るというのが大きな要因であるかと考えております。 

 また、有効化措置率をカウントできない事業者もあり、その事業者に関しましては空

白とさせていただいております。 
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 最後でございます。５ページでございます。こちらは本年１月３０日にＭＶＮＯのフ

ィルタリングに関する独自ガイドラインを改訂いたしました。これは前回のときにも、

このように改訂しますと案内をさせていただいたものになります。改訂のポイントとし

ては２つでございます。 

 １つは、フィルタリングサービスのメリットの訴求の追記でございます。申込み手続

の際に、ＭＶＮＯ各社がフィルタリングサービス及びペアレンタルコントロールのメリ

ットについて、ウェブ等を通じて案内を利用者、検討者に対して案内する旨を書くよう

に、追記させていただいております。 

 それともう１点が業界全体としての利用率等の集計及び公表でございます。これは先

ほど公表させていただいたものと同様になるんですけども、ＭＶＮＯ各社がＭＶＮＯ委

員会を通じて、自社のフィルタリングの申込率及び有効化措置率について、情報の方を

提供いただくというものを記載させていただいております。今後これに基づいて定期的

に情報収集をさせていただいて、改善に努めさせていただければと思っております。 

 フィルタリングに関しましては、利用率がＭＶＮＯ各社で先ほどのとおり、ばらつき

が多く、また、ＭＮＯ各社に比べると利用率が低い事業者も多いという状況になってご

ざいます。 

 業界として、課題を認識して、改善に向けて、今後も協議して継続してまいりたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。フィルタリングについて、各事業者と

もに公表などの措置を進めてもらっているということでございますけれども、続いて、

安心ネットづくり促進協議会、安心協の松岡さんからお願いいたします。 

 

〈安心ネットづくり促進協議会から、資料１０―４「（一社）安心ネットづくり促進協議

会資料」について説明〉 

【安心ネットづくり促進協議会】  それでは、資料１０－４に基づきまして、説明さ

せていただきます。安心協の松岡です。よろしくお願いいたします。 

 資料の１ページを御覧ください。リード文の２ポツ目の太字の部分にございます「青

少年のフィルタリング利用促進のための課題及び対策」という部分でございますが、こ

れを安心協内の委員会・作業部会及び検討会の意見を踏まえた取組状況を報告させてい
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ただきます。 

 下の表を御覧ください。項目の２の③にペアレンタルコントロールに係るサービス等

の周知強化という部分がございましたが、これに関しまして、安心協としまして、ペア

レンタルコントロールに関する調査を行ったところでございます。これは今後の啓発の

ための基礎的な調査という位置づけでございます。 

 また、項目３の②のフィルタリングのカスタマイズに関して保護者の判断に役立つ情

報の発信体制の構築という点に関しましては、保護者向け情報提供の強化という形で、

新たなホームページを作成したところでございます。 

 この２点が本日の発表内容の骨子でございます。 

 続きまして、２ページは、安心協の体制図ですので、参考までに御覧になってくださ

い。 

 それでは、４ページを御覧ください。ペアレンタルコントロールの実態等に関する調

査ということでございます。リード文の１ポツ目にありますとおり、啓発活動の基礎的

な知識を得ることを目的としまして、保護者の意識調査を行ったところでございます。 

 なお、この調査は終わったところでございますが、現在、分析中でございまして、ま

とまり次第、公表したいと考えてございます。調査のイメージをポンチ絵で書かせてい

ただいておりますが、下のほうにありますインターネットの利用状況、ネット利用にお

ける課題の認識状況、ツール類の利用状況という観点から、保護者にアンケートを取り

まして、これを学齢期ごとに分類して分析したところでございます。 

 分析の詳細をもう少しお話しさせていただきます。５ページを御覧ください。 

 リード文の１ポツ目の太字の部分でございます。各家庭の状況としまして、子供の学

齢等に応じた保護者の考え方などの観点から、ペアレンタルコントロールの特色や実態

などがまとめられるのではないかと想定しているところでございます。 

 現時点の想定ということで、下のほうに１、２、３と書かせていただきました。 

 一つは、子供専用の機器を持たせる前の段階では、比較的、保護者さんは、ネットの

利用に関する心配度合いが低いのではないかということが何となく見えてきたところで

ございます。 

 一方、２の段階、子供専用の機器を持たせた初期の段階というところでございますが、

この段階では保護者さんは、ペアレンタルコントロールに対して最も関心が高い状況が 

見えてきたところでございます。 
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 また、３の段階、子供専用の機器を持たせて、ある程度時間がたった段階、また、高

校生になった段階では、子供の自主性に委ねるというような保護者の方々が増えている

というふうに見えてきたところでございます。 

 資料の６ページは、調査の進め方を参考までに書かせていただきました。Ｓｔｅｐ１

として、ペアレンタルコントロールの実態把握ということで、直接インタビューなどを

行ったところでございます。 

 ７ページには、インタビューなど、調査の主な項目でございますので、参考に掲載さ

せていただきました。 

 続きまして、ホームページの作成ということで、９ページを御覧ください。 

 リード文の１ページ目の太字の部分でございますが、保護者向けのホームページを２

０１９年末に開設しました。このホームページですが、ペアレンタルコントロールの重

要性とかＳＮＳに関する知識習得と、また、ツール類の利用も働きかけているところで

ございます。 

 関係図としまして、下のほうに絵を描いてございますが、この辺は、１０ページで詳

しく説明させていただきます。 

 このホームページの作成という部分ですが、１ポツ目にございますとおり、安心協内

の作業部会、ＷＧなどを開催して、関係者の意見を広く反映するような形で作成したと

ころでございます。 

 ２点目でございますが、ソーシャルメディア利用環境整備機構様が作成されています

ＳＮＳに関する情報を参考にしていただくように構成させていただきました。 

 また、３ポツ目でございますが、フィルタリングなどのツール類に関しましては、携

帯電話各社さん、それから、ＯＳ会社などがサービスを提供されているところでござい

ますので、これに関するリンクを行って、例えばアンドロイド、例えばｉＯＳというふ

うに、利用機器ごとに取り得る措置ということを見ていただけるような形にしたところ

でございます。 

 １１ページはホームページの構成の概略図でございますので、参考に御覧ください。 

 １２ページは、作成したホームページの一部の例でございます。下のほうにＵＲＬと

ＱＲコードがありますので、また後で御覧になっていただければと思いますが、スマー

トフォンでの閲覧を意識して作っておりますので、スマートフォンで見ていただくとよ

ろしいかなと思ってございます。 
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 １３ページを御覧ください。ＳＮＳについて学ぶというのを一部、イメージとして出

したところでございます。左側が安心協のホームページで、ここはＳＭＡＪさんのほう

にリンクを張っていると、このような形を取っているところでございます。 

 １４ページを御覧ください。これも参考資料ですが、安心協では、「安心協ニュース」

を定期的に発行してございます。この右下の欄に赤字の太枠で取ったところは、お知ら

せ欄として掲載しているところでございますが、このようなところにも新たなホームペ

ージを作成したということをアピールさせていただいております。新たなホームページ

はリンクフリーでございますので、ぜひともいろんな方々に参考にしていただければと

考えてございます。 

 最後に１６ページで、今後の予定というところでございます。本日のタスクフォース

以降、なるべく早めに調査結果を取りまとめて公表できないかなと考えてございます。

また、その結果に基づきまして、啓発資料等にも反映していきたいと考えてございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

【中村主査】  どうもすみません。ありがとうございました。 

 では、次に、マルチメディア振興センター（ＦＭＭＣ）、武藤さんからありますか。 

注：通信環境の都合により、（一社）ソーシャルメディア利用環境整備機構ではなく（一

財）マルチメディア振興センターから先に説明。 

 

〈マルチメディア振興センターから、資料１０―６「（一財）マルチメディア振興センタ

ー資料」について説明〉 

【マルチメディア振興センター】  ＦＭＭＣの武藤です。では、資料１０－６に基づ

きまして、御説明をさせていただきます。 

 スライドをおめくりいただきまして、スライド２ですけれども、ＦＭＭＣの御紹介と

いうことで、すでに皆さんも御承知の方も多いと思うので、御参考にしていただければ

と思います。 

 スライド３ですけれども、我々ＦＭＭＣでは、ｅ－ネットキャラバンに取り組んでご

ざいまして、通信業界団体の方々にボランティアで協力していただいて、ＦＭＭＣが学

校から申込みを取り次ぎまして、講師を派遣するといった事業を行ってございます。現

在、認定講師は５,２４０名、協力団体は４６５社でございます。これまでの実施件数は

２万２,５８３件で、概数ですけども、受講者数は約３７０万人の方に受講いただいてご
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ざいます。 

 ｅ－ネットキャラバンの実施件数でございますけれども、スライドの４にお示しして

ございます。昨年度３月に一斉休校等の影響がありまして、最後、ちょっと伸び悩んだ

のですけれども、これまでに２万２,５８３件、昨年度は２,６６０件。そのうちｅ－ネ

ットキャラバン Plus というフィルタリングの内容について解説する事業については、昨

年度、２５６件ということで、堅調に伸びてきているところでございます。 

 スライドの５以降ですけれども、これまでのタスクフォースで既に御報告していると

ころについては小さい文字で書かせていただいておりますので、大きい文字のところを

中心に御説明をさせていただきます。必ずしもフィルタリングに関するところだけでは

ないですけれども、講座をいろいろな方に広く受けていただくための啓発や広く周知す

るといった意味での取組もございますので、そういった観点から御紹介いたします。 

 ⑥ですけれども、「ＳＴＯＰ！海賊版キャンペーン」とコラボレーションいたしまして、

著作権侵害について、ｅ－ネットキャラバンの中で御紹介すると同時に、クリアファイ

ルを作るときにアニメのイラスト素材を御提供いただきました。 

 ⑦ですけれども、チェーンメールがテーマとして古くなりましたので、そういったも

のを削除して、フェイクニュースの項に内容を更新してございます。 

 ⑧ですけれども、特に低学年の方々に訴求するために、アニメ動画の教材というもの

を初めて作成いたしました。 

 スライド６は、ｅ－ネットキャラバン「Ｐｌｕｓ」を推奨講座として、フィルタリン

グもセットで講座の中で御紹介するというのを推奨講座として、昨年３月に改定したも

のでございます。 

 スライド７は、「ＳＴＯＰ！海賊版キャンペーン」と連携いたしまして、ｅ－ネットキ

ャラバンの講座の中で実際に使っているスライドの例でございます。 

 スライド８は、「不確かな情報の拡散」ということで、デマやフェイクニュースについ

て、新たに設けた項の参考情報となってございます。 

 スライド９の資料４は、昨年作成しましたアニメ動画教材の内容でございます。３本

作成しています。 

 スライド１０の③ですけれども、ｅ－ネットキャラバン「Ｐｌｕｓ」も含めて、学校

の皆さんに広く受けていただくために、プロ野 球の球団マスコットであるとか、熊本

県の「くまモン」と連携いたしまして、登場いただくといった取組をしてございます。 
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 また、④ですけれども、新型コロナウイルスの感染拡大があって、外出自粛であると

か休校で、講座を受けられない学校さん向けに動画であるとか資料を掲載して、皆さん

に役立てていただいているところでございます。 

 スライド１１が、「くまモン」が来てくれたときの写真でございます。 

 スライド１２が、ＦＭＭＣのホームページに新型コロナウイルス感染症に関するＦＭ

ＭＣの取組として、ｅ－ネットキャラバンなどについて皆さんに御活用いただくような

資料を載せてございます。 

 スライド１３、１４は、御参考ということでつけてございますので、説明は割愛させ

ていただきます。 

 私のほうからは以上です。 

【中村主査】  どうもありがとうございました。 

【梅村消費者行政第一課長】  事務局からですが、今の間に藤川さんが戻られました

ので、お伝えしておきます。 

【中村主査】  お願いします。ＳＭＡＪ、藤川さん。 

 

〈ソーシャルメディア利用環境整備機構から、資料１０―５「（一社）ソーシャルメディ

ア利用環境整備機構資料」について説明〉 

【ソーシャルメディア利用環境整備機構】  ソーシャルメディア利用環境整備機構、

藤川でございます。 

 改めてですけれども、私どもはこれまでこのタスクフォースにおいて、青少年ネット

利用環境整備機構として参加させていただいておりました。この期間に、一般社団法人

化しまして、改めてソーシャルメディア利用環境整備機構、略称、ＳＭＡＪとして活動

しております。改めてよろしくお願いいたします。 

 １枚めくっていただきまして、概要になりますけれども、４月２３日に設立してござ

います。代表理事は、前身から代表として参画していただいていた東京大学の宍戸先生、

加えて、共同代表として、京都大学の曽我部先生に御参画いただいております。 

 目的なんですけれども、ソーシャルメディアの安心・安全な利用に向けた普及・啓発

事業を行うということ。加えて、ＳＮＳ等のコミュニケーションサービス、その利用に

おける様々な社会課題への対応及び取組の加速。３つ目として、利用者の安心安全な環

境整備・向上や業界全体の健全な発展を促進する施策の検討・実施ということでござい
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ます。 

 私どもの会員及び役員となっております。先ほどの両代表理事に加えまして、今回、

事業者、正会員Ａとなっている４社、ＢｙｔｅＤａｎｃｅ株式会社、ＴｗｉｔｔｅｒＪ

ａｐａｎ株式会社、ＦａｃｅｂｏｏｋＪａｐａｎ株式会社、ＬＩＮＥ株式会社より、各

社から理事としても参画しているということでございます。加えて、その他有識者の先

生方に、理事、監事、顧問として御参画いただいております。 

 会員企業に関しましては、前身の団体から、引き続き計１７社が参加してございます。 

 改めて取組なんですけれども、これまでの取組、青少年保護、こちらを柱に、それ以

外のＳＮＳに関わる様々なイシューに関して取り組んでいこうということでございます。

まさに、現在、注目を浴びている誹謗中傷の件、また、それに伴う痛ましい事件が起き

たわけなんですけれども、その件についても、私どもの取組のスコープに入っておりま

して、先月末には、緊急の声明等も発信させていただき、加えて、まさに今、取組をさ

せていただいているところです。このようなＳＮＳに関連するイシューに対して、サー

ビス面での利用者保護施策及び普及・啓発、こちら２本を柱に、その他のステークホル

ダーとも連携しながら活動してまいりたいということでございます。 

 ６ページになります。青少年ネット利用環境整備協議会、この時代に、昨年１２月、

総務大臣からの要請を頂いております。大阪女児の誘拐事件に発せられるものでござい

ますが、こちらに関しても引き続き対応に取り組んでまいるところでございます。利用

者の年齢に適した環境の整備を実施していくということで、例えばサービスの特性に応

じた方法で、利用者の年齢確認を推進していくということ。加えて、利用者の年齢に制

限がある場合、利用規約等で明示し、及び年齢制限に関する啓発を促進していくという

こと。また、利用者の年齢に応じて、一部機能の利用制限を行うなど、利用者の年齢に

適した環境整備を行っていこうと思っているところでございます。 

 加えて、安心・安全なサービスに向けた周知ということで、このタスクフォースにお

いても数回にわたって御報告させていただいておりますけれども、現在、協議会のホー

ムページにおいて、参加事業者各社が運営するサービス、このサービスに関する安心・

安全な利用のための情報といったものを提供、掲載しているところでございます。また、

私どもＳＮＳ、ソーシャルメディアの事業者でございますので、その運営するサービス

を活用した普及・啓発、そういったことも行っていこうと思っているところでございま

す。 
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 先ほど申し上げた協議会ホームページの安心・安全なサービスの情報提供の施策でご

ざいますけれども、こちら、前身の団体のホームページ等はありますが、改めて私ども

のＳＭＡＪのホームページが開設されるまでは、引き続きこのホームページを残して掲

載してまいろうと思っております。 

 また、ＳＭＡＪのホームページ開設後につきましては、そちらへこの情報を移設して、

引き続き取組を継続するつもりでございます。 

 また、併せて安心ネットづくり促進協議会さんとも連携させていただき、一緒に普及・

啓発を推進していくよう調整しているところでございます。 

 私どもの発表は以上でございました。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。 

 

② 青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に係るその他の取組（報告） 

【中村主査】  では、次の議題、議題２ということで、その他の取組について。これ  

は内閣府と事務局から報告をお願いしたいと思います。皆さんからの質疑、コメントは、

この説明が終わった後で、まとめて順次行っていきたいと思います。 

 まずは内閣府の磯さんから、「令和元年度青少年のインターネット利用環境実態調査」

ですね。説明をお願いできればと思います。 

 

〈内閣府から、資料１０―７「内閣府資料」について説明〉 

【内閣府】  私は内閣府の磯でございます。それでは、お手元にお配りしました資料

１０－７に基づきまして、私どもが綿々と行っております青少年のインターネット利用

環境実態調査の令和元年度の結果について御説明させていただきます。 

  まず、こちらの資料につきましては２分割表記になっておりまして、右上にページ数

が振ってございます。総数が２４ページになりますが、全てを御説明させていただく時

間がございませんので、ポイントのみ御説明させていただきます。 

 まず、右上の表記にございます５ページを御覧ください。こちらは満１０歳から１７

歳の青少年のインターネット利用状況を６年比較で表した折れ線グラフになります。こ

ちらの左側にございます総数の欄を御覧ください。このうち、上段に灰色の線がござい

ますが、こちらは全体のインターネット利用率を示してございます。平成３０年に過去

最高の９３.２％を記録しておりますが、令和元年度につきましても９３.２％と高止ま
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りの傾向が続いております。 

 また、その下になりますが、特に伸びを示しております青色の線になります。機種別

のスマートフォンでございまして、７２.６％と、前年比プラス２ポイントを計上してお

ります。 

 続いて、右上のページ、７ページを御覧ください。こちらは青少年のインターネット

の利用内容を示したものになります。右側の棒グラフを御覧ください。こちらは主な利

用内容を御説明させていただきますが、１番が動画視聴、こちらが８１.５％、続いて、

ゲームが７８.７％、最後、３番目になりますが、コミュニケーションが６９.１％とな

っております。 

 また、参考でございますが、勉強・学習・知育アプリやサービスを利用すると答えた

方は４１.６％で、前年比プラス４ポイントとなっております。 

 続いて、１１ページを御覧ください。こちらは０歳から９歳までの低年齢層の子供の

インターネットの利用内容を保護者に聞き取りをした結果になります。右側の棒グラフ

を御覧ください。低年齢層の子供では、動画視聴が圧倒的に多く、８９.２％となってお

ります。次いで、ゲームの５９％、３番目が勉強・学習・知育アプリやサービスとなり

ますが、３３.２％となっております。 

 続いて、恐縮ですが、ページ戻りまして８ページを御覧ください。こちらはインター

ネットを利用すると回答した青少年の平均利用時間を示したものになります。資料右側

の表を御覧いただきたいのですが、令和元年度になりまして、インターネット平均利用

時間が１８２.３分となり、初めて３時間を超えております。また、目的ごとの利用時間

は、下段の表に記載しておりますけれども、趣味・娯楽の時間が１１９.５分となりまし

て、こちらも最長になっております。 

 続いて、飛びまして１７ページを御覧ください。ここではインターネット利用に関す

る家庭のルールの有無を示しております。資料左側、上段の棒グラフのうち、総数と書

かれたものを御覧ください。例年、親と子が思うルールの有無について開きがあったの

ですが、今回の調査におきましても、青少年が６０.２％、保護者は７７.４％、開きが

ございまして、認識ギャップが拡大傾向にあることが明らかになっております。 

 続いて、１８ページを御覧ください。こちらは保護者がどのような方法で子供のネッ

ト利用を管理しているか、示したものになります。資料右側の棒グラフを御覧ください。

棒グラフの右から２番目、フィルタリングを使っていると答えた者の割合は３７.４％で、
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前年比０.６ポイント増加しております。こちらにつきましては、長年、低下傾向にござ

いまして、フィルタリングの利用率も何とか下落傾向に踏みとどまって、上昇傾向にな

っているという状況でございます。こちらは総務省のタスクフォースからも様々な御提

言を頂戴しました。関係する省庁のほうでもいろいろ努力をしていただいております。

そして、何より、こちらにお集まりの関係の事業者の方々の御努力の結果もございまし

て、上昇傾向になったということで、こちらの場所をかりて、厚く御礼を申し上げたい

と思います。 

 続いて、２０ページを御覧ください。こちらは０歳から９歳までの主に低年齢層の青

少年を対象とした利用状況の管理方法を示したものになります。こちらにつきましても、

フィルタリングを使っていると答えた方は９.８％で、前年比プラス０.４ポイントとな

っております。 

 続いて最後になりますが、２４ページを御覧ください。こちらはフィルタリングとい

うものを知っているか、保護者を対象に調査したもので、認知率として表記しておりま

す。この中で、特に点線の下に表記している青少年の保護者の調査結果のうち、「知って

いた」と答えた方が６０.２％、「なんとなく知っていた」と答えた方が３５％になりま

して、双方を合算した数値が９５.２％となりました。こちらの数値は、過去最高の数値

となっております。 

 以上が、内閣府からの御報告でございます。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。 

 では、事務局から、「インターネットトラブル事例集２０２０年版」について、説明を

お願いできますか。 

 

〈事務局から、資料１０―８「総務省資料（インターネットトラブル事例集２０２０年

版）」について説明〉 

【梅村消費者行政第一課長】  総務省消費者行政第一課の梅村でございます。 

 それでは、資料１０－８をお願いいたします。「インターネットトラブル事例集」でご

ざいますが、子育てや教育の現場での保護者や教職員の活用に資するため、青少年のイ

ンターネット利用に係る主なトラブル事例と、その予防方法などをまとめたものでござ

いまして、２００９年度より作成し、公表してきてございます。その年々の課題など、

また、事案などを踏まえまして、見直しをしておりまして、２０２０年版につきまして、



 -17- 

４月上旬に公表したところでございます。 

 作成に当たりましては、尾花構成員、柏市教育委員会の西田先生などに監修の協力を

頂いて、総務省が作成したものでございます。全体の構成を簡単に説明させていただき

たいと思います。３ページをお願いいたします。目次でございます。 

 まずインターネットトラブル事例ということで、１９の事例を掲載してございます。

この中には１番のスマホの過度な利用から、１９番のＳＮＳ上の知人による誘い出し、

こういったところまでのトラブルが入っておりますが、右側に「消費者教育」というリ

ボンのマークを今年からつけてございます。こちらは成年年齢の引下げが予定されてご

ざいます。そうした中で、青少年の消費者教育が重要だということで、そういった教育

に役立つ事例について分かりやすく明示したところでございます。 

 このトラブル事例の１９の後に、３つの特集を作成してございます。 

 特集１が、やはり昨年の大阪市女児誘拐事件がございましたので、ネットで知り合う

人とのやり取りについて真剣に考えてみようという資料でございます。 

 特集２につきましては、消費者としての知識を身につけようということの資料でござ

います。 

 また、特集３としましては、ネット時代におけるデマやフェイクニュース等の不確か

な情報と、こういったところとしての資料をおつけしてございます。 

 そして、一番最後に、「スマホの設定、うまく使いこなせていますか？」ということで、

これは印刷していただきますと見開きになることを想定して、フィルタリングとペアレ

ンタルコントロールについて、極力この資料で全体が分かるようにということでまとめ

ております。 

 その点だけ簡単に紹介させていただきますと、全体２８ページのうちの２６ページに

なります。まず「スマホの設定、うまく使いこなせていますか？」ということで、左ペ

ージのイメージになりますが、こちらでフィルタリングの中身、あるいはカスタマイズ、

年齢や家庭のルールに応じてカスタマイズもできますよということと、あと、青少年イ

ンターネット環境整備法での義務のことを説明してございます。 

 そして、下のほうを見ていただきますと、使用する端末に合ったフィルタリングとい

うのが必要になりますので、そこの説明がございます。 

 そして、２７ページに参りますと、こちらの見開きですと右ページになりますが、ペ

アレンタルコントロールでできる安全な利用環境作りということで、保護者がネット利
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用環境を整えることをペアレンタルコントロールと言い、その代表がフィルタリングで

すということ。そして、様々な機能がありますよということで、例えば「有害なサイト

等へのアクセスやアプリの利用を制限したい」という場合に、簡単にやりたい場合です

と、モードの設定を活用するということですとか、きめ細かくやりたい場合は、カスタ

マイズ機能をそれぞれのアプリの単位でやっていきましょうということ。そして、その

下には、「長時間利用」を防ぎたいという、その利用時間設定の機能を紹介しております。

また、課金や位置情報、こういったところの設定についても触れております。 

 これを組み合わせると、例えばスマホを使い始めたばかりで安全な環境を保ちつつ、

家族との連絡用のＳＮＳだけは使いたいとか、あるいは基本は自由に利用しつつ、ゲー

ムの利用時間だけはコントロールしたいとか、あるいは利用時間や課金などについて家

庭のルールを設けて、上手な活用を身につけたい。こういったニーズに沿った使い方が

できますよということがわかる啓発資料になってございます。ぜひとも各方面での御活

用をお願いしたいと考えております。 

 総務省からは以上でございます。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。 

 

③ 意見交換 

【中村主査】  では、議題３の意見交換です。これまでの発表等に関して、構成員の

皆さんから御質問、コメントを頂ければと思いますが、まず最初の議題に関して、私か

ら皆さんに順番に声がけをします。今日は、石田さん、上沼さん、尾上さん、尾花さん、

曽我部さん、益川さん、森さん、米田さん、おられると思いますけども、順にお声がけ

をしますので、御質問、御意見を頂ければ。 

 どこかで切りのいいところで必要なところにお答えを頂くという運びにできればと思

います。よろしいでしょうか。 

 では、最初に石田さんからお願いできますか。 

【石田構成員】  全国消費生活相談員協会の石田です。よろしくお願いいたします。 

 全体としてなんですけれども、内閣府さんの統計でも、低年齢までの統計も取ってい

まして、やはりスマホ利用も低年齢化している。また、今回の新型コロナウイルス対策

の緊急事態宣言で、子供たちが家にいるということから、親御さん、また、おじいさま、

おばあさまのスマホとかタブレットなどを子供が利用することも出てきているのではな
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いかと思います。低年齢化の問題と、子供たちがそういうものを利用しているというと

ころから考えますと、フィルタリングについては、実際に子供が利用する前に、小さな

お子さんを持つ保護者の方とか、祖父母の方に問題意識を持っていただくということが

とても重要なのかなと思っているところです。 

 そういうことを考えますと、例えばＴＣＡさんにお伺いしたいんですけれども、大人

が自分のスマホなり、タブレットなりを子供が利用するということがあるので、フィル

タリングをオンにしたり、オフにしたりするということを可能とした場合に、大人の利

用は利用料金がかかるのでしょうか。それと、またフィルタリングの利用は割と簡単に

できるような設定になっているのでしょうか。 

以上です。 

【中村主査】  分かりました。質問はまとめて、後でお答えいただくような形がいい

と思いますので、続けていきましょう。 

 上沼さん、どうでしょう。 

【上沼構成員】  上沼です。今回、フィルタリングの利用率が上がっているというこ

とと、あと、フィルタリングの認知度に関し、今までは、｢何となく知っている｣という

のが多かったのが、今回、何となく知っているという割合が減って、逆に、｢知っている｣

というのが増えているのは非常にうれしいことだなと思っています。「何となく知ってい

る」というのは、実はあまりよく知らないんじゃないということなのじゃないか、と心

配される面があったからです。 

 あと、ＭＶＮＯによる説明で、どの時点でネットの安全を意識するかという点ですが、

実際の普及啓発のポイントはその点ではないかと思っています。大分前ですけれども、

いわゆるミニメールの監視に関する検討を行った際ですが、ＳＮＳ上でトラブルに巻き

込まれるという割合が、ＳＮＳを始めて半年間のユーザーが非常に多いという統計が出

ていました。つまり、使い始めのときの普及啓発が非常に重要だ、ということを、今日

の御発表を聞いて改めて思いました。 

 取りあえずコメントとしては以上です。 

【尾上構成員】  尾上です。よろしくお願いします。先ほど話に出ておりました、内

閣府の最後のページのフィルタリングの認知に関しては、本当にすばらしいことかなと

思います。これに併せて、すばらしいデータがどんどん出てきております。特にＴＣＡ

さんの２ページの有効化率と加入率という部分があるんですが、併せて、参考値として
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利用率まで線を引っ張っていただいていれば、ものすごく分かりやすいんじゃないかな

と思いました。 

 ＭＶＮＯさんに関してですが、少し聞き漏らしたかもしれませんが、有効化率のカウ

ントのできないところがあるということを言われていましたが、その理由というのは何

なのかなと思いました。 

 それと、事前に頂いていた資料の中から質問を考えていたんですが、今回、その部分

は外れていたんですけど、マルチメディア振興センターさんの地域別の実施件数なんで

すけど、東海、北陸とか、九州、沖縄というのはすごくたくさんやられているんですけ

ど、私は近畿だから言うわけではないんですが、近畿の実施率が非常に、児童生徒数、

学校数に比べたら低いとなっております。何か理由があるのかなと思いました。 

 以上です。 

【中村主査】  では、ここまでのところでお答えいただけることがあったら、どこか

らでも結構ですが、お答えいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

【マルチメディア振興センター】  ＦＭＭＣです。近畿の実施件数が少ないというの

は我々も認識はしているんですけど、これは具体的に調査をしたわけではないので、な

かなか確たることは分からないんですけれども、我々に限らず、似たような啓発事業と

いうのは、ＮＴＴドコモさんであるとかＫＤＤＩさんとか、キャリアさんもされており

まして、どちらかというと、そういったものが好まれる地域性みたいなものは何かある

のではないかなと、事業をやっている者としては感じております。なので、そういった

力の入れようといいますか、民間のキャリアさんの力の入れようとかそういったものが

地域的にちょっと異なるのかなと思っております。 

 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。 

 ほかにお答えいただけるところはあるでしょうか。 

【電気通信事業者協会】  ＴＣＡです。先ほど石田さんから質問いただきましたフィ

ルタリングサービスの大人の利用は無料なのか、簡単に利用できるのかというところに

関してなんですけれども、まず、料金を取っておりませんので、無料で利用可能です。

そして、キャリアで提供しているあんしんフィルターにつきましては、お申込みいただ

けるのは店頭になりますので、店頭にお越しいただく必要があります。 

 また、一方で、ＯＳでも同じようなサービスの仕組みを、サービスを利用することは
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可能ですので、それであれば店頭にお越しいただかなくても、フィルタリングサービス

は利用可能です。アイフォンでしたら、スクリーンタイム、アンドロイドは、一定のバ

ージョン以上になりますけれども、ファミリーリンクという機能がございますので、そ

ういうものであれば、申込みは不要で利用いただけるということになります。 

 もう１点、先ほど尾上さんから頂きました利用率を書いたらいいんじゃないかという

ところですが、これはあれですかね。有効化率と加入率を掛けたのが実際の利用率にな

っているんじゃないかという御意見かと思うのですが、有効化率で、これは店頭で有効

化された人のパーセンテージを示しておりますけれども、きちんと残りの２割強の方も、

店頭で有効化しなかった２割強の方も、必ず家で有効化しますというお約束を頂いて、

退店していただいておりまして、それは掛けるというのはやっぱりふさわしくなくて、

加入率イコール利用率というふうに我々は考えております。 

 以上です。 

【テレコムサービス協会】  テレコムサービス協会でございます。井原でございます。

すみません。ＭＶＮＯでの有効化率をカウントできていない事業者があるというところ

に関してなんですが、単純にこちらのほうに関してなんですが、システムで記録をでき

ない事業者があると聞いてございます。なので、紙といいますか、お客様と面して、実

際、確認はしているんですけども、データとして保存をしていないものですから、件数

として出すのが非常に難しいということがあり、このような条件になっているというこ

となんですが、システムの改修のほうは、するように働かれているということなので、

いずれはカウントできるようになるのではないかと考えてございます。 

  あとＴＣＡさんのところでお話あった利用率のところなんですけど、実際にアプリベ

ンダーのほうに利用状況を出せないかということも相談はさせていただいているので、

今後、実際の利用ですね。有効化措置の後の実際の利用ということも判明してくるかも

しれませんので、それが分かりましたら、このような形で案内させていただければと思

います。 

 以上でございます。 

【中村主査】  ありがとうございます。尾花さん、お願いします。 

【尾花構成員】  先ほどのお答えで気になったことがありまして、キャリアさんのフ

ィルタリングを使うには、たしか電話で申込みをして、初期設定をするというのは可能

だったんじゃないかなと。店頭じゃないと、あんしんフィルターは利用できないという
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感覚が私にはなかったので、そこをもう１回確認したいなと思うことが１点です。 

 全体的には、フィルタリングがとてもよい状態になっていて、各種のデータを拝見す

る分には、よい方向に行っているかなという印象があります。それで、安心協の調査の

とき、私もヒアリングを細かくやっていたときに立ち会わせていただいていたんですが、

自分がデジタルに対して明るくない保護者の方が、直接、キャリアさんの相談サービス

を利用して、何か分からないことがあると、もうキャリアさんに直接電話して、子供の

端末を遠隔操作で設定してもらうみたいな利用の仕方をしているというお声が実際にあ

ったので、そういった取組もＴＣＡさんの中の発表にありましたけれども、どんどん広

くやっていっていただければ、利用される保護者が更に増えるんじゃないかなという印

象を受けました。 

  あと、ＦＭＭＣさんに一つ質問なんですが、ｅ－ネットキャラバンの内容を、コロナ

渦の状態でオンラインでお届けするような計画とか取組はどんな状況になっているのか。

検討中なのか。もう準備しているのか。実際にトライアルでやったのかみたいなことが

あれば伺いたいなと思いました。 

 一旦、以上で終わりにしたいと思います。 

【中村主査】  ありがとうございました。ＴＣＡ、ＦＭＭＣへの質問ありました。後

でまとめてお願いします。続いて、曽我部さん、お願いします。 

【曽我部主査代理】  曽我部でございます。プレゼンいただいた方々、どうもありが

とうございました。 

 私の質問の一つは、先ほどのテレコムサービス協会さんの有効化措置率をカウントで

きない事業者があるということについて、尾上委員が御質問いただいたのと同じ質問が

一つだったので、それは解決しました。もう一つお伺いしたいのは、これはＴＣＡさん

と、あるいは付随的にテレサ協さんにも関わるかと思うんですけど、啓発のタイミング

といいますか、やり方に関わるお尋ねです。特にＴＣＡさんの御説明でいろいろ御努力

をされているということは非常によく分かったのですけれども、基本的にはやっぱり契

約時、あるいは機種変更とかそういうタイミングなんだと思うんですが、それを逃して

しまったときに、適宜のタイミングを捉えて啓発するということが、そもそもこれがど

れぐらい有効なのかも分からないですけれども、例えばいろんなタイミングがあると思

います。 

 例えば、今、休校の時期が長引いて、いろいろ問題が起こっているということが報道
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されたりしているので、そういう社会的に関心が高まっているようなタイミングで、改

めて既存の契約者に向けて何か発信するとか、いろんなやり方があるかなと思うんです

けれども、そういったところで何か工夫のようなものがもしあるのであれば教えていた

だきたいということです。 

 テレサ協様のほうも、契約が６か月以内に申告があるかどうかということを問題にさ

れているので、例えばそういうタイミングで何かお声がけをするとかそういうことがあ

るのかどうかとか、そういった辺りの、いずれにしても契約後の何かしらのタイミング

を捉えた啓発といいますか、アプローチというのがもしおありであれば教えていただけ

ればと思います。 

 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。これもＴＣＡさん、テレサ協さんに後でお答

えいただきましょう。 

 益川さん、ありますでしょうか。 

【益川構成員】  お願いします。今、現場の学校の様子の情報も僕もいろいろ仕入れ

ているところなんですけど、コロナの影響で、いろんなインターネット環境が子供たち

にとって、遊びの環境から学びの環境に変わる、すごく大事な転換期になっていると思

うんですね。そこの中でこういうフィルタリングとか安心・安全の利用はますます大事

になっているところかなと思います。 

 それでいろいろデータを拝見させていただくと。例えば僕もフィルタリングの認知は、

上がってきているところはすごくうれしいなとは思うんですけど、ピークのところが結

局、平成２３年度で７３％と書いてあるんですね。残りのパーセントのところがこれか

らも、来年度以降も上がっていくかもしれないんですけど、一定のところで止まってし

まうんじゃないかみたいな、何かそういうような怖さも持っています。 

 子供から見ると、親というのは、いろいろ相談してフィルタリングをする相手でもあ

ると同時に、やっぱり親の姿を見てインターネットを使っているというところもあって、

そう考えると、親の情報リテラシー、そこも上げていく必要があるのかなというふうに、

このデータを見て感じていて、子供のいろんなインターネットの利用環境に加えて、そ

の子供の保護者が、例えば毎日ゲームをしていると、子供に対して、ゲームの時間の制

限というのは、フィルタリングの機能があっても、やっぱり親自身がかけづらいという

のもあるのかなと思っております。 
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 特にカスタマイズ機能は本当に有効に活用すれば、インターネット環境が学びの道具

として子供たちの未来を開いてくれることにつながっていくので、子供にどうにか、ペ

アレンタルコントロール機能をやりたいと思っていただければ、そこではもう結構成功

で、皆さんがいろいろこう取り組まれているようなウェブサイト、安心ネットづくり促

進協議会の取組であるとか、ｅ－ネットキャラバンの動きに対して、保護者の方々にア

クセスしていただけるかなと思うんですけど、そもそもそこにアクセスしないといけな

いという、親の考えの底上げみたいな、そういう仕組みというところも、今回の組織の

方々でもし検討されているようであればコメント頂けるとうれしいかなと思いました。 

 僕のほうからは以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。そうですね。 

 続いていきましょうか。森さん。 

【森構成員】  御説明ありがとうございました。２点申し上げたいと思います。 

 １点目は、各事業者団体でやっていただきましたフィルタリングの利用率、有効化率

のことなんですけれども、ＴＣＡさんの御説明で、かつて、かなりばらけていた割合が

３社出そろってきたと。しかも全体的に高いと御発表いただきまして、これは大変いい

ことだと思います。前回もちょっと申し上げたと思うんですけれども、やっぱりばらけ

ていると、自主規制というのはなかなかうまくいかないところがあるかと思いますので、

大変結構かと思います。 

 テレサ協のＭＶＮＯ委員会さんの御説明で、まだそこは事業者によってばらばらだし、

全体に低いので頑張りますというお話がありましたけども、これはもう全く御認識のと

おりでして、それは重要な課題だと思いますので、今後ともぜひともお話しいただいた

ようにお進めいただければと思います。これは多分、私は前回の会合でも申し上げまし

たし、恐らく次回も同じところから申し上げるかなと思っております。 

 ２点目なんですが、２点目はちょうど今、益川先生から啓発コンテンツを、本来の読

み手である親が見にいくような動機がつけられているかという話がありまして、これは

全く御指摘のとおりですが、私としては、動機のこともさることながら、やはりこちら

から積極的に打って出ないと、なかなか見てもらえないと。動機以前に、何とかシステ

マティックに見てもらえないかと思っておりまして、具体的には多分、安心協の新しい

ホームページと、最後に、消費者行政第一課から御説明いただきましたトラブル事例集

ですね。この安心協のホームページ、トラブル事例集につきましては、トラブル事例集
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のほうは「はじめに」のところに学校で活用してもらうためにということが書いてある

わけなんですけれども、やはりこれも、どうしても具体的な働きかけは必要じゃないか

と思っていまして。そうしないとこんなに、これは本当に内容的にはどちらもすばらし

いものだと思いますし、トラブル事例集は直ちに使って、学校で活用してもらえる形に

既になっていると思いますけれども、これをどう展開するかというか、学校に訴求する

かということについてのアイデアがもしあったら教えていただきたいと思いますし、ま

た、これは我々のほうでも考えないといけないのかなと思います。 

 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。そうですね。益川さんもおっしゃったような

働きかけというか、アクションも、新しい段階に話を聞いていって、私もそうだなと思

っているところがありまして、その辺りも後で、時間があれば、アイデア出しがあれば

と思います。 

 米田さん、おられますでしょうか。 

【米田構成員】  よろしくお願いします。関西学院千里国際中・高等部の米田と申し

ます。よろしくお願いします。まず今日は、皆さん、事業者さんからの御意見とフィル

タリングのこと、重複しますので、本当にありがとうございました。非常にうれしいな

と思っています。それから、私も中高の現場の教員ですので、その立場の部分から少し

だけお聞きしたり、コメントをお伝えしたいと思います。 

 御存じのように、１学期は、オンライン学習が予想以上に広がりました。前回の会議

以降、こんな展開になるとは思ってもいなかったんですけど、本校は、恐らくですけど、

日本で唯一かもしれませんが、４月の当初から通常どおり、朝のホームルームから７時

間授業を全ての科目、オンラインでやってきております。 

 結果的にそういった形で、かつ、生徒たちに負担にならないように、主体的で対話的

で深い学びということを目標に、授業を全て構成してというような形ではやってきたん

ですが、やはりその中でも一番問題になってくるのは、家庭のいわゆるネット環境とか

そういった部分。その辺りが一つポイントになるので、何が言いたいかというと、今回、

ｅ－ネットキャラバンとかいろいろ各社さんはされていると思うんですけど、そこに子

供たちの学校とのつながりの部分での、例えば環境のことを少し入れていってあげるで

あるとか、そういった部分の、家庭環境でのネットのある程度の構築といいますか、そ

のところ。結局そうなってきたときに、どういうソフトを使っているとか、いろいろあ
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る部分はあるんですけど、そういった形で、あと、特に今、文科省さん、経産省さん、

中村先生をはじめ、本当に御尽力いただいて、ＧＩＧＡスクールも動いておりますし、

そのＧＩＧＡとの関係でいろんな市町村に入っていくんですけど、環境の部分、ＧＩＧ

Ａじゃなくても、いろいろ動いている市町村等もある。大阪でも今、府も市も動いてい

ます。実際、市では、ポケットＷｉ－Ｆｉを貸し出したりしているというところもあっ

たりしますし、本校でもそういった対応もしたりしているんですけど、そういった部分

でのサービス面という辺りも入れていただきたい。 

 それともう１点は、せっかく、先ほどもありましたように活用ガイドのガイドライン

的なところというか、インターネットトラブル事例集を特にもう一度、このタイミング

で、かなりどっぷりはまり過ぎているという事例も結構上がってきています。周りの小

中高の先生方とも情報の関連で話したりしていると、やっぱり依存とか、使い過ぎ、異

常なぐらいというところが出てきたりもしているので、そういった部分でのトラブル事

例集をどういうふうにうまく使うか。 

 それから、これは尾花さんともかぶるんですけど、となってくると、ところが、なか

なか今、学校では、実際に人が集まって話すということさえも、集会が開けないので、

やっぱりオンラインというところがキーになってくるので、どういうふうなしかけで各

個人にアダプティブに持っていけるかというのはやっぱりポイントになるので、このイ

ンターネットトラブル事例集は、思い切った形、本当にアダプティブ系と、いわゆるオ

ンライン系のところ。いろんな各事業者さんの講演も今、ＹｏｕＴｕｂｅに上げていた

だいたりというのがあるので、本校でもこの間、試しにＹｏｕＴｕｂｅの映像を見せた

りとか、ある方にオンラインで話をしてもらったりしているんですけど、そういうふう

な試みということも、事業者さん、今後どういうふうに考えているかということをぜひ

お願いしたいと。 

 すみません。長くなりましたが、以上です。よろしくお願いします。 

【中村主査】  ありがとうございます。ここまでのところ、名指しいただいているＴ

ＣＡ、ＦＭＭＣ、テレサ協、各団体への質問というのがありますので、まずそれにお答

えいただけるところからお答えいただきましょう。いかがでしょうか。 

【電気通信事業者協会】  ＴＣＡでございます。 

 まず１点目、尾花さんから御指摘頂きましたフィルタリングサービスについて、店頭

でしか申し込めないんじゃなくて、遠隔でできるんじゃないかという御指摘ですけれど
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も、失礼しました。これは先ほど申し上げたことが間違いでした。電話ですとかウェブ

でのお申込みをいただけます。失礼いたしました。 

 続きまして、曽我部先生からお話頂きました啓発のタイミングということで、契約時

を逃して、それ以外のタイミングでもフィルタリングサービスに加入いただくようなア

クションというのは取れないのかという御指摘ですけれども、これは全く同感でござい

まして、そういったことは今やっております。今回、出版業界とのコラボレーションで、

動画を作成したというお話をお伝えしましたけれども、それを作ったことを契機にプレ

スリリースをＴＣＡですとか、あるいは各社から行っていたり、また、そのことを各社

のＳＮＳを通じてダイレクトに世の中に発信したりですとか、そういったことをやって

おりますので、決して店頭だけ、来店いただいたとき、契約いただいたときだけではな

くて、そういうことでやっておりますということでございます。 

 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。 

  お願いします。 

【テレコムサービス協会】  テレコムサービス協会です。よろしいでしょうか。あり

がとうございます。曽我部先生から御指摘を頂いていた件ですね。６か月間で、有効化

措置について御申告を頂いていない御利用者の方へ、各社からメール等でアプローチを

させていただいているというのが現状でございますが、利用申込み等に関しても、御指

摘頂いた内容を踏まえて、各社のほうに共有させていただいて、継続的にアプローチを

行っていって、啓発させていただく機会というのを増やせないかということは相談させ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【マルチメディア振興センター】  ＦＭＭＣでございます。尾花先生から頂いた御質

問で、ｅ－ネットキャラバンのウェブ等での開催についてですけれども、現状を申し上

げますと、模索中のところでございます。ウェブで開催したりであるとか、また、少人

数で開催してほかの方にウェブで見ていただくとか、そういったことが想定されるんで

すけれども、現状、ボランティアで講師の方に参加していただいていますのと、あと、

学校側の設備も必ずしもどの学校も充実しているわけではないので、どういったやり方

ができるのかということを今検討というか、模索している。そういう状況でございます。 

【中村主査】  ありがとうございます。フィルタリングの取組に関しては、おおむね

構成員の方からもプラスの評価を頂きながらも、まだまだいろんな対策をしていかなき
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ゃいけないという、そういう意見を頂いたと思いますが、一巡したんですけれども、こ

の議題ですとか、あるいは、議題２にありました内閣府や総務省からの報告等に関して

も、何か質問、追加のコメントなどありましたらお願いします。どなたからでも結構で

す。どうぞ。 

【上沼構成員】  よろしいですか。上沼です。先ほど尾上さんからも御質問があった

ところなんですけれども、有効化率の言葉の使い方が一読して理解できないというか、

分かりにくいです。恐らくＴＣＡの資料で使われている有効化率の説明とＭＶＮＯ側で

使われている｢有効化率｣は違う算出方法によって算出されているのではないかと思うの

で、パワーポイントなどの資料のときに、有効化率というのはこういうものですと必ず

入れておいていただけるとありがたいかなと思います。データの重要な基礎になるとこ

ろなので、そこが分からないのはもったいないと思います。要望です。 

【中村主査】  ほかにどうでしょう。 

【梅村消費者行政第一課長】  すみません。総務省からでございます。トラブル事例

集の周知、そういったところについての御指摘もあったと思います。総務省からは、ト

ラブル事例集の作成後に、各教育委員会等に連絡して周知しているところでございます。

ｅ－ネットキャラバンですと特に文科省と総務省が連携して、御希望のところからのリ

クエストを受けますということで通知をしておりますけれども、いろんな場面を通じて、

トラブル事例集、こういう啓発資料の紹介などについても連携してやっていければと思

いました。よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

【中村主査】  ありがとうございます。 

【尾花構成員】  すみません。尾花です。トラブル事例集なんですけれど、例えば今、

１９事例と、あと、特集が３つと、フィルタリングについての部分と、二十四、五のコ

ンテンツがページ的にあると思うんですが、本当に使いたいのであれば、これは１ペー

ジ、例えば３０分ぐらいの動画コンテンツにして解説する。どちらにしろ、私はそこで、

何をどうしてこうやって作ったのかという意図とかも全部それぞれ細かいところまで分

かっているので、意外と簡単にコンテンツを作ろうと思ったら授業コンテンツはできる

んですね。 

 実際にトラブル事例集、総務省さんのホームページで拝見してということで、コンテ

ンツ作りの取材とか、あるいは、雑誌などへトラブル事例に関する取材協力をお願いし
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ますみたいなこともダイレクトにお話しいただいているので、注目度は高いと思います 

し、細々としたコンテンツそれぞれ一つずつに対して１時間の授業ができる。４０分か

ら５０分ぐらいの授業ができるようにするというのは、そんなに大変じゃないようにも

ともと構成してあるので、この御時世なので、そういうふうなニーズがあるようであれ

ば、逆に何かできることがあれば作りたいなというふうに、昨年ぐらいから思っていた

んですが、今年、特にそんなふうに感じています。なので、御要望があったら、逆に検

討してもいいんじゃないかなと思います。 

 以上でございます。 

【中村主査】  例えば僕も毎日オンラインで授業をやっていますけれども、Ｚｏｏｍ

の授業を自分でパワポを作って、提示をしながら自分でしゃべるというのをやりながら

録音しておけば、３０分や１時間、毎日作っているんですよね。そんな感じでどんどん

作っていけばいいかなと僕も思いますので、尾花さんも、事務局サイドとも、あるいは

関係の方々とも相談しながらどんどん作っていけばいいんじゃないかなと思いますけど

ね。 

 ほかにいかがでしょう。 

【森構成員】  すみません。森です。今の点なんですが、もう既にいい、完成度の高

いテキストになっていると思いますし、その作成に非常にコントリビュートというか、

もともと尾花さんのコンテンツの部分というのは多いわけですので、そういったオンラ

イン向けの講義に仕立てていただくというのは、それは本当にいいことだと思います。 

 やはり最大のポイントは、いいコンテンツを高い確率で多くの人に見てもらうという

ところをどう実現するかということでして、今、梅村さんから御説明いただきまして、

本当に御専門性のあるところなので、釈迦に説法だと思いますけども、そういう努力を

続けていただきたいと思いますし、学校も、あれもこれも持ってこられても困ると。情

報教育も入ったし、そうかといって、授業は遅れているしということだとは思うんです

けども、やっぱりこういうものというのは本当に、全体的に学校の先生方の負担を減ら

す効果が長期的には必ずあると思うんですね。 

 私は自分の子供を見ていても、やっぱりクラスのＳＮＳ絡みのすったもんだで、いろ

いろ先生が御苦労されているという話は聞きますので、こういったコンテンツによって、

そういったところの様々なトラブル。これは生徒のトラブル、親のトラブルは、取りも

なおさず、先生方のトラブルになるわけなので、そういう手間暇、削減の効果もあると
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いうことで、ぜひとも学校の授業でやっていただければいいなと思います。 

【尾花構成員】  すみません。追加です。何度もごめんなさい。逆に、トラブル事例

集の利用の仕方の動画が上がれば、学校の先生とかインストラクターの方がそれを見て、

見たとおりに自分で授業をやるということもできるので、動画を授業に活用しなくても、

先生が自宅であの動画を見て、あした、これをやろうと言って、同じようにやるという、

そういう進め方もオンラインの授業が難しいところではできるんじゃないかなと思うの

で、少しずつでもやり始められたらいいなというふうに思います。 

【中村主査】  ありがとうございます。 

【梅村消費者行政第一課長】  総務省です。よろしいでしょうか。トラブル事例集の

よい活用の仕方については、また今後も検討していきたいと思います。 

 ちなみに、トラブル事例集については、現在、学校でも使っていただいて、指導案も

作っていただき、ホームページに情報を出させていただいております。やはり授業の時

間も限られている中で、ほかの教材ですとか、ほかの団体が作った動画とかそういった

ものと併せて、例えば一部の事例を限定的に活用するような使われ方が今は多いと認識

しております。活用の方法について、今後も検討していきたいと思います。 

 以上でございます。 

【中村主査】  ありがとうございます。 

【石田構成員】  全国消費生活相談員協会の石田です。先ほどから消費者教育のこと

で出ておりますけれども、低年齢化が進んでいるので、消費生活センターによっては、

幼稚園に出向いての保護者に対する啓発講座も行っているところがあるんですが、ｅ－

ネットキャラバンさんでは、そういう幼児の親御さんとか、幼稚園というところについ

ては啓発はどの程度行われているのかお伺いしたいんですが。できれば増やしていただ

きたいと思っているところです。 

【中村主査】  ＦＭＭＣさん、どうでしょうか。 

【マルチメディア振興センター】  ｅ－ネットキャラバンは、基本的に通信業界の方

のボランティアで成り立っておりまして、必ずしもプロの講師ではないです。したがっ

て、低年齢の方、例えば、今、小学校３年生以上を対象にしていますけれども、それ以

下となりますと、なかなか特殊な技術みたいなものも必要なところもあると思いますの

で、そこら辺については、今は必ずしも対象にはしていないです。もし今後、必要性に

ついて検討することになれば、どの程度までがそのようなボランティア講師の方が対応
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可能かと、そういったところも見据えながら検討していくことになるかなと思います。 

【中村主査】  そういう方面向けにも、こちら側でビデオを作っておいて見ておいて

というアーカイブみたいなのを用意しておくのがよさそうですね。ありがとうございま

す。 

【石田構成員】  ありがとうございます。 

【中村主査】  １時間半過ぎまして、このタスクフォースは四半期に１回程度できれ

ば、そんなペースでこのような取組の進捗というのを把握、共有していって、意見交換

できればと思っておりまして、毎度いろんな意見が出て、各事業者の方々、団体の方々

は大変かとは思いますけれども、対策を深めていっていただければと思っております。 

 もう少し時間あるんですけど、実は私、先ほど米田さんがおっしゃったことがとても

気になっておりまして、コロナです。一斉に休校になって、一斉にオンライン授業とか

ネット授業というのが日本でも広がったということがあります。これも私、会議の場で

も何度も申し上げたことがあるんですけども、日本の教育のＩＴ化というのは、途上国

レベルとか途上国以下の状況がずっと続いてきていて、小学校で言うと、パソコンが６

人に１台がずっと続いてきたわけですけれども、昨年末の補正予算と今回のコロナの対

策で、１人１台というのが予算的には実現を一気にするということになりました。 

 そうすると、今年中に小学生は全員がパソコンやタブレットで勉強するようになると。

しかも、それは休校などによって、学校だけじゃなくて、家庭でもデジタルで勉強する

ようになるということで、かなりデジタルと子供たちの光景が変わると思うんですね。

そうすると、安全・安心対策に求められるレベルというのも大分変わるんじゃないかな

という気がしています。 

 いかにフィルタリングなどでコントロールするのかというレベルとは別にというか、

逆に、学校や家でもずっとネットで学びなさいという状況になる。言ってみれば、よう

やくそうなるということなんですけども、そうすると、我々が考える対策のレベルやレ

イヤーもここで変わることがあるんじゃないかという。よく分かりません。気がしてい

るということでございます。この辺り、構成員の方で何かそういう認識とか問題意識を

お持ちの方、あるいは現状認識があるかなというのを最後にお聞きしたいなと思うんで

すけど。 

 例えばこの辺り、先ほどお教えいただいた米田さんや益川さん、何かお考えはないで

しょうか。 
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【益川構成員】  では、益川のほうからよろしいでしょうか。 

【中村主査】  ぜひお願いします。 

【益川構成員】  ようやく日本でも追いついていけるのかなという状況になりつつあ

るところだと思うんですけど、今、フィルタリングというのは、例えばカスタマイズで

きるとしても、アプリケーション単位じゃないですか。例えばＳＮＳも、保護者から見

て、それがいいか悪いかという判断なんですけど、でも、中身のコントロールはできて

いないですよね。例えば、遊びのためにＳＮＳを使うのか、学びのためにＳＮＳを使う

のか。そういうような子供たち、青少年の利用目的に応じたカスタマイズみたいなこと

も、今後、例えばソフトウェアの制御とか、いろんな情報収集とか、やり方はいろいろ

探索していかなきゃいけないかもしれないんですけど、そういうレベルで、より賢く青

少年が使っていけるような環境作りというのも将来的には何か検討していく必要がある

のかなとは。例えばビックデータを使いながら、状況解析しながら、規制の程度みたい

なところを熟議していくような取組とかそういうことが必要になってくるのかなと感じ

ております。 

 以上です。 

【中村主査】  米田さん、改めてどうですか。 

【米田構成員】  ありがとうございます。米田です。私の思っているのは、さっき中

村主査がおっしゃったように、ようやく小中でもＧＩＧＡとか、先生方のお力もあって

入ってくるなと思っていて、そうなってくると、さっきもあったように学びがかなり変

わってくると思うんです。その学びが変わってくるというのは例えばどういうことかと

いうと、一番最たる例が総合的な探究は変わってくると思っていて、総合的な探究で、

いっときインターネットがはやったときに一番キーになったのが、このフィルタリング

の話だったんですよね。調べたい語句が全部フィルタリングでカットされて見えないと

いう話になってきて、そのようなことも出てくる可能性もあるし、先ほど益川生もおっ

しゃっていたように、どういうふうにうまく活用するかという違う観点のところからも

うまく詰めていくと、一緒に抱き合わせといいますか、その辺りで、それからあと、社

会的にいくとＳＴＥＭ系も今、求められていますので、そういったサイエンス、テクノ

ロジー、エンジニアリングの部分も一緒に全体で盛り上げていっていただけるとすごく

入りやすくなると思いますし、子供たちも使い方であるとか、改めて自分たちで考えて

いける機会が出てくるんじゃないかなと思います。 
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 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。 

【上沼構成員】  すみません。上沼です。今回コロナで学校が休校になったことに鑑

み、第二東京弁護士会の子どもの権利委員会の有志で、実はゴールデンウィークぐらい

から、子供向けのＳＮＳ相談をしていたんです。その際の相談に関し、気になることが

ありました。レイヤーが変わるというのはおっしゃるとおりなんですけど、レイヤーが

変わることで、学習に使うというのもそのとおりなのですが、ネットへの接触時間が増

加することで気になることなのですが、相談において、友達の性的画像を面白半分に人

に回してしまったが、急に心配になって、これは、児童ポルノに関する罪に当たるんで

すか、というような質問が多いのが気になっています。 

【中村主査】  それは青少年レイプ？ 

【上沼構成員】  そういうものではないようです。面白半分に友達の画像を周囲に拡

散しちゃって、後で犯罪になり得ると聞いてびっくりして、心配で心配でしようがない

ので相談してくるというような案件が結構多いのです。ネットへの接続時間が長いとい

うことは、今まで以上に使い方を考えていかないと、後で取り返しがつかないようなこ

とにもなりかねない、というのを強く感じました。益川先生がおっしゃったように、フ

ィルタリングがアプリケーションごとの制御になっているが、その中身の制御ができな

いという点がここでも問題だと思います。ＳＮＳなどで友達同士でメッセージを送るこ

とは本来問題ないですが、その送信行為を内容に応じて制御できる、例えば、性的な画

像を送るような場合は制御できるようにしていかないと、実効性が問題なのでは、と思

います。特に低年齢化が進み、ネット接続時間が増加していく現状において、なかなか

普及啓発では対応し切れない部分だと思います。その辺のところを今後考えていかなけ

ればいけないのかなと今回すごく思いました。 

 以上です。 

【中村主査】  分かります。フィルタリングの対策を我々は取ってきて、前回の会合

辺りで、安心協などのデータを見ても、それよりもネット依存の問題というのが保護者 

の心配として大きいと。だから、ペアレンタルコントロール、どうしましょうかという

議論になったと思ったら、今度はいきなり全員休校で、学校でも家でもずっとネットに

いろみたいな状況になってきて、ここでまた改めて何を考えなきゃいけないかというテ

ーマが、性質が変わってくるなということを私も気にしているといいますか。取り組ま
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なきゃいけないかなと思って、問うてみたんですけど、ほかに何かありますでしょうか。 

【森構成員】  さっきの１人１枚で世界が変わるというのはそれは本当にそうだなと

思っていまして、新しい問題も出てくるだろうと思っていまして、余りにも違う問題な

ので、もしかしたらスレッドが違うかもしれないんですけども、生徒がタブレットを持

って、学校のウェブサイトに頻繁にアクセスするようになると、学校からしてみたら生

徒のことが何でも分かる。もちろん個々の学習の進捗具合が分かるというのはすばらし

いことなんですけども、監視もすごいできるようになって、今ちょうどＨＲで問題にな

っているようなプライバシーの問題が全部そっくりそのまま学校に来ると思うんですね。 

 つまり、プライベートでどんなウェブサイトを見ているかみたいなことが全部、学校

が知ろうと思えば分かるので、そのときにちょっと、何ていうんでしょう。どういう精

神状態なのかとか、どういうものに興味があるのかとかそういうことも知ろうと思えば

知ることができるわけです。そういうベンダーがたくさんいるわけですね。彼らは今、

従業員の方について把握できますよと言っているサービスを当然、生徒、児童について

把握できるということを学校に提案してくるであろうということが一つ。そのときにど

うするのかということ。それからもう一つは、１人１枚ということなんですけども、こ

のタブレットが私たちが考えているような自分たちの、今、我々が使っているようなＰ

Ｃなのか、それともシンクライアントに近いもので、ブラウザがサーバー側に、ブラウ

ザの機能の多くがサーバー側にあって、そこに、ユーザーである生徒、児童のデータが

置かれるんだとすると、それがベンダーによってどのように使われるかということです

ね。学校による監視の問題と、ベンダーがデータをどう使うかという問題がかなり差し

迫った大きな問題になると思いますので、それについては注意が必要だと思います。 

 以上です。 

【中村主査】  非常に重要な指摘だと思います。実は、日本は教育から出てくるデー

タをどう活用するのかという議論がこれまでほとんどなかったというんですかね。遅れ

ていたというんですか、そこまで行っていなかったので、データは話にならなかったん

ですが、ここからかなり教育＆データの問題になってきて、今、我々は、子供たちをど

うするかという議論に集中できているんですけども、逆に、そこから出てくるデータを

どのように扱うのが安全・安心なのかということも重要なテーマで、これがここのタス

クフォースのそれこそスレッドになるかどうかは私も分からないんですけども、重要な

問題であるということは確かだと私も思います。 
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 ほかにいかがでしょう。 

【尾上構成員】  私が一番気になるのは、それぞれのセキュリティーレベルです。会

社でも最近使うようになって、私は技術的なところがあまり分からないんですけど、例

えばこういったものを使うと、タブレットとかパソコンの中にあるものまで見れてしま

うというところ。そういったところがあるやに聞いております。それが言わば子供のレ

ベルまで落ちると、それだけセキュリティーが高いかというと、そうではないのではな

いかと。そのセキュリティーを上げるためにいろんなことをしなければならないという

ことが増えるのではないかという、その辺、気になるところが少しあります。 

 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。 

【尾花構成員】  よろしいですか。上沼先生、森先生の話というのは大変ごもっとも

で、いろいろやっていくに当たって、もしも家庭とつなげるのであれば、御家庭での御

協力というのが大変重要なポイントになってくると思うんですね。例えばですけれど、

ネットの回線しかり、例えば５人、子供がいるところと、１人のところだと、ネットの

環境は全く違うでしょうし、あと、例えば渋谷区などが小学校で始めたようなときには、

保護者の方にやっていいことと、やっちゃいけないこと。例えばこの端末は、授業用に

は使っていいけど、個人でお母さんが使うとかしちゃいけないよ、成績管理をするから

みたいな決め事があったんですけれど、何にでも使っていいことにするかしないかも含

めて、御家庭ではこの端末についてはこういう扱いをしましょうとか、逆に、回線にゆ

とりがある場合はお友達の家に行って一緒にやってもいいよとか、そういった様々なこ

とを考えないと、インフラの面から崩れてきてしまう可能性もあるのではないかなとい

うのと、やはり使い方とかセキュリティーの面ですごく心配だなということがあるので、

家庭の御協力は必須かなと。そうなっちゃうと、働き方改革という形で、女性が外に出

ていってしまって、御家庭に大人が１人もいないというときに、その御協力がどの範囲

で得られるのかとか、本当にいろんな問題が浮上してくるなという気がしています。 

 せんだってテレビでもやっていたので御存じの方も多いと思いますが、上海のオンラ

イン学習の教育用のシステムだと、例えば問題をやって写真に撮って送ると、ＡＩが自

動的に丸つけをして、どの子はここが苦手だとかいうのもちゃんとデータベースで分析

してくれるというようなものがありました。そういうふうにしないと、今度、先生のワ

ークロードも膨大になってしまって、システム的に先生のワークを助けてあげるような、
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ＡＩでも可能なものは全部処理してもらって、最終的にみんなの進捗度が見えるところ

から、人がやらなきゃいけないところをやるみたいにしていかないといけないかなと。

すごく問題が山積かなと。十何年も前からこの話をしているのに、全然進まなくて、今

ここに来て、せーのでやろうとすると、すごくいろんなものが発達し過ぎちゃったので、

より大変になっているなという印象です。 

 長くなりました。以上です。 

【中村主査】  本当におっしゃるとおりで、これは学校のＩＴ化というのを議論して

いる間は、文科省マターで、「先生、何とかしてよ」で済んでいたんですけども、これが

１人１台、学校は達成して、家の問題になってきますと、全ての家庭のＩＴ環境をどう

するんだという、そして、全ての親がどうするんだという、行政や政策の規模もとても

大きくなる。だから、文科省マターから総務省マターになると思いますけど、そうする

と、我々が考えなきゃいけないテーマやアジェンダもいよいよ増えてきて、大変なこと

になるなと感じているところです。 

 皆さん、ほかにどうでしょう。よろしいでしょうか。 

【曽我部主査代理】  すみません。余計な話かもしれませんけども、個人的に今の関

係で経験したことがあるので、御紹介したいと思います。私のうちも子供がおりまして、

ＡＩの学習サービス、ソフトを使うという話で利用規約を見ていたら、マーケティング

にも使うとか利用規約に書いてあるんですよね。それに気づきまして、学校を通じて事

業者のほうに申し入れて、オプトアウトをお願いしたんですけれども、それで学校の先

生のほうもそれに問題意識をお持ちいただいて、学校ごと、そこの学校全体でオプトア

ウトすると言っていただいたことがありました。ふだん余り利用規約は見ないんですけ

ど、いろんなサービスが出てくると、やっぱりちゃんと基本に戻って確認するという作

業が必要かなと思ったということがございましたということで、御紹介までです。 

 すみません。失礼しました。 

【中村主査】  それはこの会議のアジェンダにも載るような話ですね。ありがとうご

ざいます。ほかにどうでしょう。 

【尾花構成員】  最後ぎりぎりになってしまったんですが、ゲーム関連団体の４者で

ある、コンピューターエンターテインメント協会と日本オンラインゲーム協会と日本ｅ

スポーツ連合と、それから、モバイル・コンテンツ・フォーラムが協力して、ペアレン

タルコントロールとレーティングに関する啓発動画ができました。本当に短い動画なん
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ですが、小さな子供たちにかわいくキャラクターが、ゲームの約束ということで、約束

を作ってやろう、ペアレンタルコントロールをしよう、年齢に合ったゲームをちゃんと

選ぼう、みたいなことをすごくテンポよくやっているもので、ＴＣＡさんが作ってくだ

さったＡＢＪ系の著作権の動画と一緒にして、何かイベントをやる前に流しておいても

いいんじゃないかなみたいなかわいい動画なので、ぜひ見てください。 

【中村主査】  それは尾花さんが関わっているんですか。 

【尾花構成員】  竹内先生と私と、あと、もう一方、３人で中身の監修をさせていた

だいて、細かい、その言い回しじゃ子供に刺さらないとか、保護者、それじゃ怒るよみ

たいなことを、細かいところを調整させていただいて、御協力させていただいたもので

す。結構ポップな音楽で、プロの方が作ってくださっているので、すごいかわいい、い

いものになりました。 

【中村主査】  ＣＥＳＡとかＪｅＳＵみたいな、そういったところの取組というのも

我々にとっても大事ですよね。 

【尾花構成員】  そうなんですよ。なので、ＴＣＡさんの動画と一緒に、文科省のキ

ャラバン隊とかだったら、休憩時間に２つ流しておいてもいいかなと思ったような感じ

なので、御紹介させていただきました。 

【中村主査】  ありがとうございます。 

 

（４）閉会 

以上 

 


